
午 前 １ ０ 時 ２ ２ 分 開 議

○ 臨 時 議 長 （ 山 内 馨 君 ） た だ い ま か ら 平 成 ８ 年 第 ４ 回 泉 南 市 議 会 臨 時 会 継

続 会 を 開 議 い た し ま す 。

直 ち に 本 日 の 会 議 を 開 き ま す 。

出 席 議 員 が 法 定 数 に 達 し て お り ま す の で 、 会 議 は 適 法 に 成 立 い た し ま し

た 。

こ れ よ り 日 程 に 入 り ま す 。 日 程 第 １ 、 会 議 録 署 名 議 員 の 指 名 を 行 い ま す 。

本 日 の 会 議 録 署 名 議 員 は 、 会 議 規 則 第 ８ ０ 条 の 規 定 に よ り 議 長 に お い て 上

野 健 二 君 、 真 砂 満 君 の 両 君 を 指 名 い た し ま す 。

次 に 、 日 程 第 ２ 、 選 挙 第 １ 号 議 長 選 挙 に つ い て を 議 題 と い た し ま す 。

こ れ よ り 議 長 の 選 挙 を 行 い ま す 。

議 場 の 閉 鎖 を 命 じ ま す 。

〔 議 場 閉 鎖 〕

○ 臨 時 議 長 （ 山 内 馨 君 ） た だ い ま の 出 席 議 員 数 は 、 ２ ６ 人 で あ り ま す 。

投 票 用 紙 を 配 付 い た さ せ ま す 。

〔 投 票 用 紙 配 付 〕

○ 臨 時 議 長 （ 山 内 馨 君 ） 投 票 用 紙 の 配 付 漏 れ は あ り ま せ ん か 。 配

付 漏 れ な し と 認 め ま す 。

投 票 箱 を 改 め さ せ ま す 。

〔 投 票 箱 点 検 〕

○ 臨 時 議 長 （ 山 内 馨 君 ） 異 状 な し と 認 め ま す 。

念 の た め 申 し 上 げ ま す 。 投 票 は 単 記 無 記 名 で あ り ま す 。 投 票 用 紙 に 被 選

挙 人 の 氏 名 を 記 載 の 上 、 職 員 の 点 呼 に 応 じ て 順 次 投 票 を 願 い ま す 。

点 呼 を 命 じ ま す 。

○ 議 会 事 務 局 次 長 （ 馬 場 定 夫 君 ）

〔 氏 名 を 点 呼 〕

〔 各 員 投 票 〕

井 原 正 太 郎 議 員

松 原 義 樹 議 員

小 山 広 明 議 員

市 道 浩 高 議 員

成 田 政 彦 議 員
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松 本 雪 美 議 員

東 重 弘 議 員

巴 里 英 一 議 員

奥 和 田 好 吉 議 員

谷 外 嗣 議 員

上 野 健 二 議 員

真 砂 満 議 員

和 気 豊 議 員

林 治 議 員

堀 口 武 視 議 員

重 里 勉 議 員

島 原 正 嗣 議 員

上 山 忠 議 員

角 谷 英 男 議 員

南 良 徳 議 員

西 浦 修 議 員

稲 留 照 雄 議 員

薮 野 勤 議 員

北 出 寧 啓 議 員

嶋 本 五 男 議 員

山 内 馨 議 員

以 上

○ 臨 時 議 長 （ 山 内 馨 君 ） 投 票 漏 れ は あ り ま せ ん か 。 投 票 漏 れ な し

と 認 め ま す 。

投 票 を 終 了 い た し ま す 。

議 場 の 閉 鎖 を 解 き ま す 。

〔 議 場 開 鎖 〕

○ 臨 時 議 長 （ 山 内 馨 君 ） こ れ よ り 開 票 を 行 い ま す 。 会 議 規 則 第 ３ １ 条 第 ２

項 の 規 定 に よ り 、 立 会 人 に 西 浦 修 君 及 び 奥 和 田 好 吉 君 を 指 名 い た し ま す 。

よ っ て 両 君 の 立 ち 会 い を 願 い ま す 。

投 票 の 点 検 を い た し ま す 。

〔 投 票 点 検 〕
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○ 臨 時 議 長 （ 山 内 馨 君 ） 選 挙 の 結 果 を 報 告 い た し ま す 。

投 票 総 数 ２ ６ 票 。 こ れ は 先 ほ ど の 出 席 議 員 数 に 符 合 い た し て お り ま す 。

そ の う ち

有 効 投 票 ２ ６ 票

無 効 投 票 ０ 票

有 効 投 票 中

山 内 馨 １ ３ 票

島 原 正 嗣 君 １ ２ 票

小 山 広 明 君 １ 票

以 上 の と お り で あ り ま す 。

こ の 選 挙 の 法 定 得 票 数 は 、 ７ 票 で あ り ま す 。 よ っ て 不 肖 私 が 議 長 に 当 選

い た し ま し た 。

た だ い ま 議 長 に 当 選 い た し ま し た 不 肖 私 が 議 場 に お り ま す の で 、 本 席 か

ら 会 議 規 則 第 ３ ２ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ る 告 知 を い た し ま す 。

そ れ で は 、 私 よ り 当 選 承 諾 及 び あ い さ つ を 申 し 上 げ ま す 。

○ 議 長 （ 山 内 馨 君 ） そ れ で は 、 た だ い ま の 選 挙 に よ り 泉 南 の 市 議 会 議 長 に

選 ば れ ま し た 山 内 馨 で ご ざ い ま す 。 泉 南 市 議 会 の 議 長 、 大 変 重 責 で は ご

ざ い ま す け れ ど も 、 さ ら に 大 阪 府 の 議 長 会 の 会 長 と い う こ う い う 重 い 重 責

も と も に 背 負 う わ け で ご ざ い ま す の で 、 心 を 新 た に し て 一 生 懸 命 頑 張 っ て

ま い り た い と 、 こ の よ う に 思 っ て お り ま す 。

今 、 泉 南 市 を 取 り 巻 く 諸 情 勢 は 、 ま こ と に 厳 し い も の が ご ざ い ま す 。 財

政 の 問 題 に い た し ま し て も 空 港 の 全 体 構 想 の 第 ２ 期 工 事 に い た し ま し て も 、

い ろ ん な 角 度 か ら の 非 常 に 多 様 な 選 択 が あ ろ う か と 思 い ま す 。 理 事 者 側 は

申 す に 及 ば ず 、 議 会 も 決 断 を も っ て 判 断 を し て い か な い け な い 時 期 で は な

い か と 、 か よ う に 思 っ て お り ま す 。

さ ら に も う 少 し つ け 加 え さ し て い た だ き ま す と 、 福 祉 の 問 題 で ご ざ い ま

す 。 最 近 、 新 聞 紙 上 、 テ レ ビ 等 で 厚 生 省 の 役 人 が い ろ ん な こ と を 起 こ し て 、

大 変 な 時 期 で は ご ざ い ま す け れ ど も 、 こ の 福 祉 は 一 時 で も 間 を 置 く こ と が

で き ま せ ん 。 だ か ら し て 、 そ う い う 問 題 で 福 祉 の 問 題 が 手 も 足 も 前 へ 出 な

い と 、 こ う い う こ と の な い よ う に 、 こ の 際 さ ら に 地 方 自 治 体 こ そ 正 し い 判

断 を し て 、 こ の こ と を 積 極 的 な 方 向 に 向 か っ て い く 必 要 が あ る の で は な い

か と 、 私 は か よ う 思 っ て お り ま す 。
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そ れ か ら 私 、 浅 学 非 才 で ご ざ い ま す け れ ど も 、 議 長 に な り ま し た の で 、

皆 さ ん 方 の 円 満 な る 運 営 を 心 が け て ま い り た い 、 そ し て 理 事 者 と 車 の 両 輪

の ご と く 泉 南 市 の さ ら な る 発 展 を 図 っ て い き た い 、 か よ う に 思 い ま す の で 、

議 員 各 位 に は 何 と ぞ 今 後 一 層 の 御 指 導 、 御 鞭 撻 を 賜 り ま す よ う 心 か ら お 願

い を 申 し 上 げ ま し て 、 私 の ご あ い さ つ と い た し ま す 。 あ り が と う ご ざ い ま

し た 。 （ 拍 手 ）

〔 議 長 着 席 〕

○ 議 長 （ 山 内 馨 君 ） こ れ よ り 不 肖 私 が 議 長 の 職 務 を と り 行 い ま す 。

次 に 、 日 程 第 ３ 、 議 席 の 指 定 を 議 題 と い た し ま す 。

こ れ よ り 議 席 の 指 定 を 行 い ま す 。 議 席 に つ き ま し て は 、 会 議 規 則 第 ４ 条

第 １ 項 の 規 定 に よ り 、 議 長 に お い て 指 名 い た し ま す 。 議 員 諸 君 の 氏 名 と そ

の 議 席 の 番 号 を 職 員 よ り 朗 読 い た さ せ ま す 。

○ 議 会 事 務 局 次 長 （ 馬 場 定 夫 君 ） 朗 読 い た し ま す 。

１ 番 議 席 井 原 正 太 郎 議 員

２ 番 議 席 松 原 義 樹 議 員

３ 番 議 席 小 山 広 明 議 員

４ 番 議 席 市 道 浩 高 議 員

５ 番 議 席 成 田 政 彦 議 員

６ 番 議 席 松 本 雪 美 議 員

７ 番 議 席 東 重 弘 議 員

８ 番 議 席 巴 里 英 一 議 員

９ 番 議 席 奥 和 田 好 吉 議 員

１ ０ 番 議 席 谷 外 嗣 議 員

１ １ 番 議 席 上 野 健 二 議 員

１ ２ 番 議 席 真 砂 満 議 員

１ ３ 番 議 席 和 気 豊 議 員

１ ４ 番 議 席 林 治 議 員

１ ５ 番 議 席 堀 口 武 視 議 員

１ ６ 番 議 席 重 里 勉 議 員

１ ７ 番 議 席 島 原 正 嗣 議 員

１ ８ 番 議 席 上 山 忠 議 員

１ ９ 番 議 席 角 谷 英 男 議 員
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２ ０ 番 議 席 山 内 馨 議 員

２ １ 番 議 席 南 良 徳 議 員

２ ２ 番 議 席 西 浦 修 議 員

２ ３ 番 議 席 稲 留 照 雄 議 員

２ ４ 番 議 席 薮 野 勤 議 員

２ ５ 番 議 席 北 出 寧 啓 議 員

２ ６ 番 議 席 嶋 本 五 男 議 員

以 上 で あ り ま す 。

○ 議 長 （ 山 内 馨 君 ） た だ い ま 議 会 事 務 局 職 員 が 朗 読 い た し ま し た と お り 議

席 を 指 定 い た し ま す 。

次 に 、 日 程 第 ４ 、 選 挙 第 ２ 号 副 議 長 選 挙 に つ い て を 議 題 と い た し ま す 。

こ れ よ り 暫 時 休 憩 い た し ま す 。

午 前 １ ０ 時 ４ ４ 分 休 憩

午 後 ３ 時 ２ ８ 分 再 開

○ 議 長 （ 山 内 馨 君 ） 休 憩 前 に 引 き 続 き 会 議 を 開 き ま す 。

本 日 の 会 議 時 間 は 、 議 事 の 都 合 に よ り あ ら か じ め こ れ を 延 長 い た し ま す 。

こ れ よ り 副 議 長 の 選 挙 を 行 い ま す 。

議 場 の 閉 鎖 を 命 じ ま す 。

〔 議 場 閉 鎖 〕

○ 議 長 （ 山 内 馨 君 ） た だ い ま の 出 席 議 員 数 は 、 ２ ６ 人 で あ り ま す 。

投 票 用 紙 を 配 付 い た さ せ ま す 。

〔 投 票 用 紙 配 付 〕

○ 議 長 （ 山 内 馨 君 ） 投 票 用 紙 の 配 付 漏 れ は あ り ま せ ん か 。 配 付 漏

れ な し と 認 め ま す 。

投 票 箱 を 改 め さ せ ま す 。

〔 投 票 箱 点 検 〕

○ 議 長 （ 山 内 馨 君 ） 異 状 な し と 認 め ま す 。

念 の た め 申 し 上 げ ま す 。 投 票 は 単 記 無 記 名 で あ り ま す 。 投 票 用 紙 に 被 選

挙 人 の 氏 名 を 記 載 の 上 、 職 員 の 点 呼 に 応 じ て 順 次 投 票 を 願 い ま す 。

点 呼 を 命 じ ま す 。

○ 議 会 事 務 局 次 長 （ 馬 場 定 夫 君 ）

〔 氏 名 を 点 呼 〕
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〔 各 員 投 票 〕

１ 番 井 原 正 太 郎 議 員

２ 番 松 原 義 樹 議 員

３ 番 小 山 広 明 議 員

４ 番 市 道 浩 高 議 員

５ 番 成 田 政 彦 議 員

６ 番 松 本 雪 美 議 員

７ 番 東 重 弘 議 員

８ 番 巴 里 英 一 議 員

９ 番 奥 和 田 好 吉 議 員

１ ０ 番 谷 外 嗣 議 員

１ １ 番 上 野 健 二 議 員

１ ２ 番 真 砂 満 議 員

１ ３ 番 和 気 豊 議 員

１ ４ 番 林 治 議 員

１ ５ 番 堀 口 武 視 議 員

１ ６ 番 重 里 勉 議 員

１ ７ 番 島 原 正 嗣 議 員

１ ８ 番 上 山 忠 議 員

１ ９ 番 角 谷 英 男 議 員

２ １ 番 南 良 徳 議 員

２ ２ 番 西 浦 修 議 員

２ ３ 番 稲 留 照 雄 議 員

２ ４ 番 薮 野 勤 議 員

２ ５ 番 北 出 寧 啓 議 員

２ ６ 番 嶋 本 五 男 議 員

２ ０ 番 山 内 馨 議 員

以 上

○ 議 長 （ 山 内 馨 君 ） 投 票 漏 れ は あ り ま せ ん か 。 投 票 漏 れ な し と 認

め ま す 。

投 票 を 終 了 い た し ま す 。

議 場 の 閉 鎖 を 解 き ま す 。
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〔 議 場 開 鎖 〕

○ 議 長 （ 山 内 馨 君 ） こ れ よ り 開 票 を 行 い ま す 。 会 議 規 則 第 ３ １ 条 第 ２ 項 の

規 定 に よ り 、 立 会 人 に 谷 外 嗣 君 及 び 薮 野 勤 君 を 指 名 い た し ま す 。 よ っ

て 、 両 君 の 立 ち 会 い を 願 い ま す 。

投 票 の 点 検 を い た し ま す 。

〔 投 票 点 検 〕

○ 議 長 （ 山 内 馨 君 ） 選 挙 の 結 果 を 報 告 い た し ま す 。

投 票 総 数 ２ ６ 票 。 こ れ は 先 ほ ど の 出 席 議 員 数 に 符 合 い た し て お り ま す 。

そ の う ち

有 効 投 票 ２ ６ 票

無 効 投 票 ０ 票

有 効 投 票 中

南 良 徳 君 １ ３ 票

奥 和 田 好 吉 君 １ ３ 票

以 上 の と お り で あ り ま す 。

す な わ ち 、 南 良 徳 君 の 得 票 と 奥 和 田 好 吉 君 の 得 票 が 同 数 で あ り 、 し か

も そ の 得 票 数 は 法 定 得 票 数 ７ 票 を 超 え て お り ま す 。 よ っ て 、 地 方 自 治 法 第

１ １ ８ 条 の 規 定 に よ り 準 用 す る 公 職 選 挙 法 第 ９ ５ 条 の 規 定 に よ っ て 、 当 選

人 は く じ で 定 め る こ と に な り ま し た 。

く じ の 手 続 に つ い て 申 し 上 げ ま す 。 ま ず 、 く じ を 引 く 順 序 を く じ で 決 め 、

そ の 順 序 に 基 づ い て 当 選 人 を 定 め る く じ を 引 い て い た だ く こ と に い た し ま

す 。

以 上 、 御 了 承 願 い ま す 。

南 良 徳 君 及 び 奥 和 田 好 吉 君 の 登 壇 を 願 い ま す 。

〔 南 良 徳 君 及 び 奥 和 田 好 吉 君 登 壇 〕

○ 議 長 （ 山 内 馨 君 ） ま ず 、 く じ を 引 く 順 序 を お 決 め 願 い ま す 。

〔 南 良 徳 君 及 び 奥 和 田 好 吉 君 く じ を 引 く 〕

○ 議 長 （ 山 内 馨 君 ） た だ い ま の く じ の 結 果 、 南 良 徳 君 が 先 に く じ を 引 く

こ と に な り ま し た 。 よ っ て 南 良 徳 君 、 く じ を お 引 き 願 い ま す 。

〔 南 良 徳 君 く じ を 引 く 〕

○ 議 長 （ 山 内 馨 君 ） く じ の 結 果 を 報 告 い た し ま す 。

南 良 徳 君 が 当 選 の く じ を 引 か れ ま し た 。 よ っ て 南 良 徳 君 が 副 議 長 に
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当 選 さ れ ま し た 。

た だ い ま 副 議 長 に 当 選 さ れ ま し た 南 良 徳 君 が 議 場 に お ら れ ま す の で 、

本 席 か ら 会 議 規 則 第 ３ ２ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ る 告 知 を い た し ま す 。

そ れ で は 、 南 良 徳 君 の 当 選 承 諾 及 び あ い さ つ を お 願 い い た し ま す 。

○ 副 議 長 （ 南 良 徳 君 ） た だ い ま 選 挙 に よ り ま し て 御 選 出 を い た だ き ま し た

南 良 徳 で ご ざ い ま す 。 あ い さ つ も 何 も 考 え て お り ま せ ん が 、 午 前 中 議 長

も 言 わ れ ま し た よ う に 、 現 在 の 本 市 を 取 り 巻 く 情 勢 と い う の が 非 常 に 厳 し

い と い う こ と は 認 識 し て お り ま す 。 特 に 関 空 ２ 期 工 事 あ る い は ま た 行 財 政

改 革 、 福 祉 問 題 等 々 た く さ ん の 課 題 が 山 積 し て い る も の と 思 い ま す が 、 微

力 な が ら 精 い っ ぱ い 頑 張 っ て ま い り た い と 、 か よ う に 思 い ま す の で 、 議 員

各 位 、 あ る い は ま た 理 事 者 の 方 々 の 御 指 導 、 御 鞭 撻 を お 願 い い た し ま し て 、

ま こ と に 簡 単 で は ご ざ い ま す が 、 副 議 長 就 任 の ご あ い さ つ と さ せ て い た だ

き ま す 。 ど う ぞ よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。 （ 拍 手 ）

○ 議 長 （ 山 内 馨 君 ） そ れ で は 、 暫 時 休 憩 い た し ま す 。

午 後 ３ 時 ４ ５ 分 休 憩

午 後 １ ０ 時 １ ３ 分 再 開

○ 議 長 （ 山 内 馨 君 ） 休 憩 前 に 引 き 続 き 会 議 を 開 き ま す 。

次 に 、 日 程 第 ５ 、 選 挙 第 ３ 号 泉 南 清 掃 事 務 組 合 議 会 議 員 選 挙 に つ い て

を 議 題 と い た し ま す 。

こ れ よ り 泉 南 清 掃 事 務 組 合 議 会 議 員 ６ 名 の 選 挙 を 行 い ま す 。

お 諮 り い た し ま す 。 選 挙 の 方 法 に つ き ま し て は 、 地 方 自 治 法 第 １ １ ８ 条

第 ２ 項 の 規 定 に よ り 指 名 推 選 に よ り た い と 思 い ま す 。

こ れ に 御 異 議 あ り ま せ ん か 。

〔 「 異 議 な し 」 の 声 あ り 〕

○ 議 長 （ 山 内 馨 君 ） 御 異 議 な し と 認 め ま す 。 よ っ て 、 選 挙 の 方 法 は 指 名 推

選 に よ る こ と に 決 し ま し た 。

さ ら に 、 お 諮 り い た し ま す 。 指 名 の 方 法 に つ い て は 、 議 長 に お い て 指 名

す る こ と に い た し た い と 思 い ま す 。

こ れ に 御 異 議 あ り ま せ ん か 。

〔 「 異 議 な し 」 の 声 あ り 〕

○ 議 長 （ 山 内 馨 君 ） 御 異 議 な し と 認 め ま す 。 よ っ て 、 議 長 に お い て 指 名 す

る こ と に 決 し ま し た 。
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泉 南 清 掃 事 務 組 合 議 会 議 員 に

２ 番 松 原 義 樹 君

１ ３ 番 和 気 豊 君

１ ６ 番 重 里 勉 君

２ １ 番 南 良 徳 君

２ ２ 番 西 浦 修 君

及 び 不 肖 私 、 ２ ０ 番 山 内 馨

の 以 上 ６ 名 を 指 名 い た し ま す 。

お 諮 り い た し ま す 。 た だ い ま 議 長 に お い て 指 名 い た し ま し た 松 原 義 樹 君 、

和 気 豊 君 、 重 里 勉 君 、 南 良 徳 君 、 西 浦 修 君 、 及 び 不 肖 私 、 山 内

馨 の 以 上 ６ 名 の 諸 君 を 泉 南 清 掃 事 務 組 合 議 会 議 員 の 当 選 人 と 定 め る こ と に

御 異 議 あ り ま せ ん か 。

〔 「 異 議 な し 」 の 声 あ り 〕

○ 議 長 （ 山 内 馨 君 ） 御 異 議 な し と 認 め ま す 。 よ っ て 、 た だ い ま 指 名 い た し

ま し た 松 原 義 樹 君 、 和 気 豊 君 、 重 里 勉 君 、 南 良 徳 君 、 西 浦 修 君 、

及 び 不 肖 私 、 山 内 馨 の 以 上 ６ 名 が 泉 南 清 掃 事 務 組 合 議 会 議 員 に 当 選 い た

し ま し た 。

た だ い ま 泉 南 清 掃 事 務 組 合 議 会 議 員 に 当 選 い た し ま し た 松 原 義 樹 君 、 和

気 豊 君 、 重 里 勉 君 、 南 良 徳 君 、 西 浦 修 君 、 及 び 不 肖 私 、 山 内 馨

が 議 場 に お り ま す の で 、 本 席 か ら 会 議 規 則 第 ３ ２ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ る 告

知 を い た し ま す 。

次 に 日 程 第 ６ 、 選 挙 第 ４ 号 阪 南 市 外 一 市 一 町 隔 離 病 舎 組 合 議 会 議 員 選

挙 に つ い て を 議 題 と い た し ま す 。

こ れ よ り 阪 南 市 外 一 市 一 町 隔 離 病 舎 組 合 議 会 議 員 ２ 名 の 選 挙 を 行 い ま す 。

お 諮 り い た し ま す 。 選 挙 の 方 法 に つ き ま し て は 、 地 方 自 治 法 第 １ １ ８ 条

第 ２ 項 の 規 定 に よ り 指 名 推 選 に よ り た い と 思 い ま す 。

こ れ に 御 異 議 あ り ま せ ん か 。

〔 「 異 議 な し 」 の 声 あ り 〕

○ 議 長 （ 山 内 馨 君 ） 御 異 議 な し と 認 め ま す 。 よ っ て 、 選 挙 の 方 法 は 指 名 推

選 に よ る こ と に 決 し ま し た 。

さ ら に 、 お 諮 り い た し ま す 。 指 名 の 方 法 に つ い て は 、 議 長 に お い て 指 名

す る こ と に い た し た い と 思 い ま す 。
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こ れ に 御 異 議 あ り ま せ ん か 。

〔 「 異 議 な し 」 の 声 あ り 〕

○ 議 長 （ 山 内 馨 君 ） 御 異 議 な し と 認 め ま す 。 よ っ て 、 議 長 に お い て 指 名 す

る こ と に 決 し ま し た 。

阪 南 市 外 一 市 一 町 隔 離 病 舎 組 合 議 会 議 員 に

２ ４ 番 薮 野 勤 君

及 び 不 肖 私 、 ２ ０ 番 山 内 馨

の 以 上 ２ 名 を 指 名 い た し ま す 。

お 諮 り い た し ま す 。 た だ い ま 議 長 に お い て 指 名 い た し ま し た 薮 野 勤 君

及 び 不 肖 私 、 山 内 馨 の 以 上 ２ 名 を 阪 南 市 外 一 市 一 町 隔 離 病 舎 組 合 議 会 議

員 の 当 選 人 と 定 め る こ と に 御 異 議 あ り ま せ ん か 。

〔 「 異 議 な し 」 の 声 あ り 〕

○ 議 長 （ 山 内 馨 君 ） 御 異 議 な し と 認 め ま す 。 よ っ て 、 た だ い ま 指 名 い た し

ま し た 薮 野 勤 君 及 び 不 肖 私 、 山 内 馨 の 以 上 ２ 名 が 阪 南 市 外 一 市 一 町 隔

離 病 舎 組 合 議 会 議 員 に 当 選 い た し ま し た 。

た だ い ま 阪 南 市 外 一 市 一 町 隔 離 病 舎 組 合 議 会 議 員 に 当 選 い た し ま し た 薮

野 勤 君 及 び 不 肖 私 、 山 内 馨 が 議 場 に お り ま す の で 、 本 席 か ら 会 議 規 則

第 ３ ２ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ る 告 知 を い た し ま す 。

次 に 、 日 程 第 ７ 、 選 挙 第 ５ 号 南 大 阪 湾 岸 中 部 流 域 下 水 道 組 合 議 会 議 員

選 挙 に つ い て を 議 題 と い た し ま す 。

こ れ よ り 南 大 阪 湾 岸 中 部 流 域 下 水 道 組 合 議 会 議 員 ２ 名 の 選 挙 を 行 い ま す 。

お 諮 り い た し ま す 。 選 挙 の 方 法 に つ き ま し て は 、 地 方 自 治 法 第 １ １ ８ 条

第 ２ 項 の 規 定 に よ り 指 名 推 選 に よ り た い と 思 い ま す 。

こ れ に 御 異 議 あ り ま せ ん か 。

〔 「 異 議 な し 」 の 声 あ り 〕

○ 議 長 （ 山 内 馨 君 ） 御 異 議 な し と 認 め ま す 。 よ っ て 、 選 挙 の 方 法 は 指 名 推

選 に よ る こ と に 決 し ま し た 。

さ ら に 、 お 諮 り い た し ま す 。 指 名 の 方 法 に つ い て は 、 議 長 に お い て 指 名

す る こ と に い た し た い と 思 い ま す 。

こ れ に 御 異 議 あ り ま せ ん か 。

〔 「 異 議 な し 」 の 声 あ り 〕

○ 議 長 （ 山 内 馨 君 ） 御 異 議 な し と 認 め ま す 。 よ っ て 、 議 長 に お い て 指 名 す

－ ２ １ －



る こ と に 決 し ま し た 。

南 大 阪 湾 岸 中 部 流 域 下 水 道 組 合 議 会 議 員 に

１ ５ 番 堀 口 武 視 君

及 び １ ７ 番 島 原 正 嗣 君

の 以 上 ２ 名 を 指 名 い た し ま す 。

お 諮 り い た し ま す 。 た だ い ま 議 長 に お い て 指 名 い た し ま し た 堀 口 武 視 君

及 び 島 原 正 嗣 君 の 以 上 ２ 名 を 南 大 阪 湾 岸 中 部 流 域 下 水 道 組 合 議 会 議 員 の 当

選 人 と 定 め る こ と に 御 異 議 あ り ま せ ん か 。

〔 「 異 議 な し 」 の 声 あ り 〕

○ 議 長 （ 山 内 馨 君 ） 御 異 議 な し と 認 め ま す 。 よ っ て 、 た だ い ま 指 名 い た し

ま し た 堀 口 武 視 君 及 び 島 原 正 嗣 君 の 以 上 ２ 名 が 南 大 阪 湾 岸 中 部 流 域 下 水 道

組 合 議 会 議 員 に 当 選 い た し ま し た 。

た だ い ま 南 大 阪 湾 岸 中 部 流 域 下 水 道 組 合 議 会 議 員 に 当 選 い た し ま し た 堀

口 武 視 君 及 び 島 原 正 嗣 君 が 議 場 に お ら れ ま す の で 、 本 席 か ら 会 議 規 則 第 ３

２ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ る 告 知 を い た し ま す 。

次 に 、 日 程 第 ８ 、 選 挙 第 ６ 号 南 大 阪 湾 岸 南 部 流 域 下 水 道 組 合 議 会 議 員

選 挙 に つ い て を 議 題 と い た し ま す 。

こ れ よ り 南 大 阪 湾 岸 南 部 流 域 下 水 道 組 合 議 会 議 員 ３ 名 の 選 挙 を 行 い ま す 。

お 諮 り い た し ま す 。 選 挙 の 方 法 に つ き ま し て は 、 地 方 自 治 法 第 １ １ ８ 条

第 ２ 項 の 規 定 に よ り 指 名 推 選 に よ り た い と 思 い ま す 。

こ れ に 御 異 議 あ り ま せ ん か 。

〔 「 異 議 な し 」 の 声 あ り 〕

○ 議 長 （ 山 内 馨 君 ） 御 異 議 な し と 認 め ま す 。 よ っ て 、 選 挙 の 方 法 は 指 名 推

選 に よ る こ と に 決 し ま し た 。

さ ら に 、 お 諮 り い た し ま す 。 指 名 の 方 法 に つ い て は 、 議 長 に お い て 指 名

す る こ と に い た し た い と 思 い ま す 。

こ れ に 御 異 議 あ り ま せ ん か 。

〔 「 異 議 な し 」 の 声 あ り 〕

○ 議 長 （ 山 内 馨 君 ） 御 異 議 な し と 認 め ま す 。 よ っ て 、 議 長 に お い て 指 名 す

る こ と に 決 し ま し た 。

南 大 阪 湾 岸 南 部 流 域 下 水 道 組 合 議 会 議 員 に

５ 番 成 田 政 彦 君
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２ ４ 番 薮 野 勤 君

２ ６ 番 嶋 本 五 男 君

の 以 上 ３ 名 を 指 名 い た し ま す 。

お 諮 り い た し ま す 。 た だ い ま 議 長 に お い て 指 名 い た し ま し た 成 田 政 彦 君 、

薮 野 勤 君 及 び 嶋 本 五 男 君 の 以 上 ３ 名 を 南 大 阪 湾 岸 南 部 流 域 下 水 道 組 合 議

会 議 員 の 当 選 人 と 定 め る こ と に 御 異 議 あ り ま せ ん か 。

〔 「 異 議 な し 」 の 声 あ り 〕

○ 議 長 （ 山 内 馨 君 ） 御 異 議 な し と 認 め ま す 。 よ っ て 、 た だ い ま 指 名 い た し

ま し た 成 田 政 彦 君 、 薮 野 勤 君 及 び 嶋 本 五 男 君 の 以 上 ３ 名 が 南 大 阪 湾 岸 南

部 流 域 下 水 道 組 合 議 会 議 員 に 当 選 い た し ま し た 。

た だ い ま 南 大 阪 湾 岸 南 部 流 域 下 水 道 組 合 議 会 議 員 に 当 選 い た し ま し た 成

田 政 彦 君 、 薮 野 勤 君 及 び 嶋 本 五 男 君 が 議 場 に お ら れ ま す の で 、 本 席 か ら

会 議 規 則 第 ３ ２ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ る 告 知 を い た し ま す 。

次 に 、 日 程 第 ９ 、 議 会 議 案 第 １ 号 常 任 委 員 会 委 員 の 選 任 に つ い て を 議

題 と い た し ま す 。

お 諮 り い た し ま す 。 常 任 委 員 会 委 員 の 選 任 に つ い て は 、 委 員 会 条 例 第 ５

条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 、

総 務 常 任 委 員 会 委 員 に

４ 番 市 道 浩 高 君

９ 番 奥 和 田 好 吉 君

１ １ 番 上 野 健 二 君

１ ３ 番 和 気 豊 君

１ ５ 番 堀 口 武 視 君

１ ６ 番 重 里 勉 君

１ ９ 番 角 谷 英 男 君

の 以 上 ７ 名 の 諸 君 を 。

続 い て 、 文 教 消 防 常 任 委 員 会 委 員 に は

２ 番 松 原 義 樹 君

３ 番 小 山 広 明 君

１ ４ 番 林 治 君

１ ７ 番 島 原 正 嗣 君

２ １ 番 南 良 徳 君

－ ２ ３ －



２ ３ 番 稲 留 照 雄 君

２ ４ 番 薮 野 勤 君

の 以 上 ７ 名 の 諸 君 を 。

次 に 、 民 生 常 任 委 員 会 委 員 に は

１ 番 井 原 正 太 郎 君

５ 番 成 田 政 彦 君

７ 番 東 重 弘 君

１ ２ 番 真 砂 満 君

２ ０ 番 山 内 馨

２ ６ 番 嶋 本 五 男 君

の 以 上 ６ 名 の 諸 君 を 。

最 後 に 、 産 業 建 設 常 任 委 員 会 委 員 に

６ 番 松 本 雪 美 君

８ 番 巴 里 英 一 君

１ ０ 番 谷 外 嗣 君

１ ８ 番 上 山 忠 君

２ ２ 番 西 浦 修 君

２ ５ 番 北 出 寧 啓 君

の 以 上 ６ 名 の 諸 君 を 。

以 上 の と お り そ れ ぞ れ 指 名 い た し た い と 思 い ま す 。

こ れ に 御 異 議 あ り ま せ ん か 。

〔 「 異 議 な し 」 の 声 あ り 〕

○ 議 長 （ 山 内 馨 君 ） 御 異 議 な し と 認 め ま す 。 よ っ て 、 た だ い ま 指 名 い た し

ま し た 以 上 の 諸 君 を そ れ ぞ れ の 常 任 委 員 会 委 員 に 選 任 す る こ と に 決 し ま し

た 。

次 に 、 日 程 第 １ ０ 、 議 会 議 案 第 ２ 号 特 別 委 員 会 の 設 置 及 び 委 員 の 選 任

に つ い て を 議 題 と い た し ま す 。

特 別 委 員 会 の 設 置 に 関 し ま し て は 、 ま ず 空 港 問 題 対 策 特 別 委 員 会 設 置 に

つ い て は 、 現 下 本 市 を 取 り 巻 く 諸 問 題 の う ち 、 重 要 問 題 の 一 つ で あ り ま す

と こ ろ の 関 西 国 際 空 港 問 題 に 取 り 組 ま ん が た め 、 １ ２ 名 の 委 員 を も っ て 構

成 す る 空 港 問 題 対 策 特 別 委 員 会 を 設 置 し 、 こ れ に 付 託 の 上 、 閉 会 中 の 継 続

審 議 と す る こ と に い た し た い と 思 い ま す 。

－ ２ ４ －



こ れ に 御 異 議 あ り ま せ ん か 。

〔 「 異 議 な し 」 の 声 あ り 〕

○ 議 長 （ 山 内 馨 君 ） 御 異 議 な し と 認 め ま す 。 よ っ て 、 本 件 に つ き ま し て は 、

１ ２ 名 の 委 員 を も っ て 構 成 す る 空 港 問 題 対 策 特 別 委 員 会 を 設 置 し 、 こ れ に

付 託 の 上 、 閉 会 中 の 継 続 審 議 と す る こ と に 決 し ま し た 。

お 諮 り い た し ま す 。 た だ い ま 設 置 さ れ ま し た 空 港 問 題 対 策 特 別 委 員 会 委

員 の 選 任 に つ い て は 、 委 員 会 条 例 第 ５ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 、

３ 番 小 山 広 明 君

５ 番 成 田 政 彦 君

７ 番 東 重 弘 君

８ 番 巴 里 英 一 君

９ 番 奥 和 田 好 吉 君

１ ０ 番 谷 外 嗣 君

１ １ 番 上 野 健 二 君

１ ４ 番 林 治 君

１ ７ 番 島 原 正 嗣 君

１ ９ 番 角 谷 英 男 君

２ ２ 番 西 浦 修 君

２ ５ 番 北 出 寧 啓 君

の 以 上 １ ２ 名 の 諸 君 を 指 名 い た し た い と 思 い ま す 。

こ れ に 御 異 議 あ り ま せ ん か 。

〔 「 異 議 な し 」 の 声 あ り 〕

○ 議 長 （ 山 内 馨 君 ） 御 異 議 な し と 認 め ま す 。 よ っ て 、 た だ い ま 指 名 い た し

ま し た １ ２ 名 の 諸 君 を 空 港 問 題 対 策 特 別 委 員 会 委 員 に 選 任 す る こ と に 決 し

ま し た 。

次 に 、 駅 前 整 備 対 策 特 別 委 員 会 設 置 に つ き ま し て は 、 現 下 本 市 行 政 に あ

っ て 重 点 項 目 の １ つ と し て 取 り 組 ま れ て い る と こ ろ の 市 内 各 駅 前 周 辺 整 備

問 題 に 関 し 、 理 事 者 と 協 力 し て 積 極 的 に 取 り 組 み 、 こ れ が 事 業 推 進 の た め 、

１ ２ 名 の 委 員 を も っ て 構 成 す る 駅 前 整 備 対 策 特 別 委 員 会 を 設 置 し 、 こ れ に

付 託 の 上 、 閉 会 中 の 継 続 審 議 と す る こ と に い た し た い と 思 い ま す 。

こ れ に 御 異 議 あ り ま せ ん か 。

〔 「 異 議 な し 」 の 声 あ り 〕

－ ２ ５ －



○ 議 長 （ 山 内 馨 君 ） 御 異 議 な し と 認 め ま す 。 よ っ て 、 本 件 に つ き ま し て は 、

１ ２ 名 の 委 員 を も っ て 構 成 す る 駅 前 整 備 対 策 特 別 委 員 会 を 設 置 し 、 こ れ に

付 託 の 上 、 閉 会 中 の 継 続 審 議 と す る こ と に 決 し ま し た 。

お 諮 り い た し ま す 。 た だ い ま 設 置 さ れ ま し た 駅 前 整 備 対 策 特 別 委 員 会 委

員 の 選 任 に つ い て は 、 委 員 会 条 例 第 ５ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 、

１ 番 井 原 正 太 郎 君

２ 番 松 原 義 樹 君

４ 番 市 道 浩 高 君

６ 番 松 本 雪 美 君

１ ２ 番 真 砂 満 君

１ ３ 番 和 気 豊 君

１ ５ 番 堀 口 武 視 君

１ ６ 番 重 里 勉 君

１ ８ 番 上 山 忠 君

２ ３ 番 稲 留 照 雄 君

２ ４ 番 薮 野 勤 君

２ ６ 番 嶋 本 五 男 君

の 以 上 １ ２ 名 の 諸 君 を 指 名 い た し た い と 思 い ま す 。

こ れ に 御 異 議 あ り ま せ ん か 。

〔 「 異 議 な し 」 の 声 あ り 〕

○ 議 長 （ 山 内 馨 君 ） 御 異 議 な し と 認 め ま す 。 よ っ て 、 た だ い ま 指 名 い た し

ま し た １ ２ 名 の 諸 君 を 駅 前 整 備 対 策 特 別 委 員 会 委 員 に 選 任 す る こ と に 決 し

ま し た 。

次 に 、 総 合 福 祉 ・ 文 化 セ ン タ ー 建 設 特 別 委 員 会 設 置 に つ き ま し て は 、 現

下 市 長 の 提 唱 さ れ て い る と こ ろ の 「 水 ・ 緑 ・ 夢 あ ふ れ る 生 活 創 造 都 市 」 の

実 現 に 向 け 、 そ の 一 環 と し て 建 設 中 で あ り ま す と こ ろ の 総 合 福 祉 セ ン タ ー

に つ い て 、 本 市 議 会 に お い て も こ の 問 題 に 取 り 組 ま ん が た め 、 １ ０ 名 の 委

員 を も っ て 構 成 す る 総 合 福 祉 ・ 文 化 セ ン タ ー 建 設 特 別 委 員 会 を 設 置 し 、 こ

れ に 付 託 の 上 、 閉 会 中 の 継 続 審 議 に 付 す る こ と に い た し た い と 思 い ま す 。

こ れ に 御 異 議 あ り ま せ ん か 。

〔 「 異 議 な し 」 の 声 あ り 〕

○ 議 長 （ 山 内 馨 君 ） 御 異 議 な し と 認 め ま す 。 よ っ て 、 本 件 に つ い て は １ ０

－ ２ ６ －



名 の 委 員 を も っ て 構 成 す る 総 合 福 祉 ・ 文 化 セ ン タ ー 建 設 特 別 委 員 会 を 設 置

し 、 こ れ に 付 託 の 上 、 閉 会 中 の 継 続 審 議 と す る こ と に 決 し ま し た 。

お 諮 り い た し ま す 。 た だ い ま 設 置 さ れ ま し た 総 合 福 祉 ・ 文 化 セ ン タ ー 建

設 特 別 委 員 会 委 員 の 選 任 に つ い て は 、 委 員 会 条 例 第 ５ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ

り 、

５ 番 成 田 政 彦 君

９ 番 奥 和 田 好 吉 君

１ ０ 番 谷 外 嗣 君

１ １ 番 上 野 健 二 君

１ ８ 番 上 山 忠 君

２ ０ 番 山 内 馨

２ １ 番 南 良 徳 君

２ ２ 番 西 浦 修 君

２ ４ 番 薮 野 勤 君

２ ６ 番 嶋 本 五 男 君

の 以 上 １ ０ 名 の 諸 君 を 指 名 い た し た い と 思 い ま す 。

こ れ に 御 異 議 あ り ま せ ん か 。

〔 「 異 議 な し 」 の 声 あ り 〕

○ 議 長 （ 山 内 馨 君 ） 御 異 議 な し と 認 め ま す 。 よ っ て 、 た だ い ま 指 名 い た し

ま し た １ ０ 名 の 諸 君 を 総 合 福 祉 ・ 文 化 セ ン タ ー 建 設 特 別 委 員 会 委 員 に 選 任

す る こ と に 決 し ま し た 。

次 に 、 日 程 第 １ １ 、 議 会 推 薦 議 案 第 １ 号 泉 南 市 都 市 計 画 審 議 会 委 員 の

推 薦 に つ い て を 議 題 と い た し ま す 。

議 案 書 を 朗 読 い た さ せ ま す 。

○ 議 会 事 務 局 次 長 （ 馬 場 定 夫 君 ）

〔 議 案 書 朗 読 〕

○ 議 長 （ 山 内 馨 君 ） お 諮 り い た し ま す 。 被 推 薦 委 員 ８ 名 に つ い て は 、 私 か

ら 指 名 い た し た い と 思 い ま す 。

こ れ に 御 異 議 あ り ま せ ん か 。

〔 「 異 議 な し 」 の 声 あ り 〕

○ 議 長 （ 山 内 馨 君 ） 御 異 議 な し と 認 め ま す 。 よ っ て 、 市 議 会 推 薦 の 泉 南 市

都 市 計 画 審 議 会 委 員 に

－ ２ ７ －



３ 番 小 山 広 明 君

４ 番 市 道 浩 高 君

９ 番 奥 和 田 好 吉 君

１ ０ 番 谷 外 嗣 君

１ １ 番 上 野 健 二 君

１ ３ 番 和 気 豊 君

１ ８ 番 上 山 忠 君

２ ３ 番 稲 留 照 雄 君

の 以 上 ８ 名 の 諸 君 を 指 名 い た し ま す 。

さ ら に 、 お 諮 り い た し ま す 。 た だ い ま 議 長 に お い て 指 名 い た し ま し た ８

名 の 諸 君 を 市 議 会 推 薦 の 泉 南 市 都 市 計 画 審 議 会 委 員 に 推 薦 す る こ と に 決 し

ま し て 御 異 議 あ り ま せ ん か 。

〔 「 異 議 な し 」 の 声 あ り 〕

○ 議 長 （ 山 内 馨 君 ） 御 異 議 な し と 認 め ま す 。 よ っ て 、 た だ い ま 指 名 い た し

ま し た 小 山 広 明 君 、 市 道 浩 高 君 、 奥 和 田 好 吉 君 、 谷 外 嗣 君 、 上 野 健 二 君 、

和 気 豊 君 、 上 山 忠 君 、 稲 留 照 雄 君 の 以 上 ８ 名 の 諸 君 を 泉 南 市 都 市 計 画

審 議 会 委 員 に 推 薦 す る こ と に 決 し ま し た 。

次 に 、 日 程 第 １ ２ 、 議 会 推 薦 議 案 第 ２ 号 泉 南 市 農 業 委 員 会 委 員 の 推 薦

に つ い て を 議 題 と い た し ま す 。

議 案 書 を 朗 読 さ せ ま す 。

○ 議 会 事 務 局 次 長 （ 馬 場 定 夫 君 ）

〔 議 案 書 朗 読 〕

○ 議 長 （ 山 内 馨 君 ） お 諮 り い た し ま す 。 被 推 薦 委 員 ５ 名 に つ い て は 、 私 か

ら 指 名 い た し た い と 思 い ま す 。

こ れ に 御 異 議 あ り ま せ ん か 。

〔 「 異 議 な し 」 の 声 あ り 〕

○ 議 長 （ 山 内 馨 君 ） 御 異 議 な し と 認 め ま す 。 よ っ て 、 市 議 会 推 薦 の 泉 南 市

農 業 委 員 会 委 員 に

１ 番 井 原 正 太 郎 君

４ 番 市 道 浩 高 君

６ 番 松 本 雪 美 君

７ 番 東 重 弘 君

－ ２ ８ －



１ ９ 番 角 谷 英 男 君

の 以 上 ５ 名 の 諸 君 を 指 名 い た し ま す 。

さ ら に 、 お 諮 り い た し ま す 。 た だ い ま 議 長 に お い て 指 名 い た し ま し た ５

名 の 諸 君 を 市 議 会 推 薦 の 泉 南 市 農 業 委 員 会 委 員 に 推 薦 す る こ と に 決 し ま し

て 御 異 議 あ り ま せ ん か 。

〔 「 異 議 な し 」 の 声 あ り 〕

○ 議 長 （ 山 内 馨 君 ） 御 異 議 な し と 認 め ま す 。 よ っ て 、 た だ い ま 指 名 い た し

ま し た 井 原 正 太 郎 君 、 市 道 浩 高 君 、 松 本 雪 美 君 、 東 重 弘 君 、 角 谷 英 男 君

の 以 上 ５ 名 の 諸 君 を 泉 南 市 農 業 委 員 会 委 員 に 推 薦 す る こ と に 決 し ま し た 。

お 諮 り い た し ま す 。 た だ い ま 市 長 か ら 議 案 第 １ 号 泉 南 市 監 査 委 員 の 選

任 に つ い て が 提 出 さ れ ま し た 。

つ き ま し て は 、 こ の 際 こ れ を 日 程 に 追 加 し 、 議 題 と い た し た い と 思 い ま

す 。

こ れ に 御 異 議 あ り ま せ ん か 。

〔 「 異 議 な し 」 の 声 あ り 〕

○ 議 長 （ 山 内 馨 君 ） 御 異 議 な し と 認 め ま す 。 よ っ て 、 こ の 際 、 議 案 第 １ 号

泉 南 市 監 査 委 員 の 選 任 に つ い て を 日 程 に 追 加 し 、 議 題 と す る こ と に 決 し ま

し た 。

議 案 第 １ 号 泉 南 市 監 査 委 員 の 選 任 に つ い て を 議 題 と い た し ま す 。

本 件 に つ い て は 、 議 案 書 の 朗 読 を 省 略 し 、 理 事 者 か ら 提 案 理 由 の 説 明 を

求 め ま す 。 向 井 市 長 。

○ 市 長 （ 向 井 通 彦 君 ） こ の た び 議 会 選 出 の 監 査 委 員 に 北 出 寧 啓 氏 を 選 任 い た

し た く 、 こ こ に 御 提 案 申 し 上 げ ま す 。 ど う か よ ろ し く 御 同 意 賜 り ま す よ う

お 願 い 申 し 上 げ ま す 。

○ 議 長 （ 山 内 馨 君 ） 本 件 に つ き ま し て は 、 地 方 自 治 法 第 １ １ ７ 条 の 規 定 に

よ り 北 出 寧 啓 君 の 除 斥 を 願 い ま す 。

〔 北 出 寧 啓 君 退 場 〕

○ 議 長 （ 山 内 馨 君 ） こ れ よ り 質 疑 を 行 い ま す 。 質 疑 は あ り ま せ ん か 。

小 山 君 。

○ ３ 番 （ 小 山 広 明 君 ） 今 、 行 政 に 対 す る 市 民 の 関 心 が 大 変 高 ま っ て い る 中 で 、

監 査 の あ り 方 と い う の は い ろ ん な 角 度 か ら 議 論 が あ る わ け で 、 専 門 の 公 認

会 計 士 と か 、 い ろ ん な 問 題 も 議 論 に な っ と る ん で す が 、 市 長 が 現 在 ま で ず
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っ と 監 査 委 員 を 議 会 に 示 し て 審 議 を し て 決 め て き て い ら っ し ゃ る ん で す が 、

そ の 辺 の 専 門 の 監 査 委 員 を 導 入 す る と い う よ う な 世 論 の 声 が あ る 中 で 、 そ

う い う 点 で は ど の よ う に お 考 え に な っ て お る の か 、 そ の こ と を 簡 単 に 聞 い

て お き た い と 思 い ま す 。

○ 議 長 （ 山 内 馨 君 ） 向 井 市 長 。

○ 市 長 （ 向 井 通 彦 君 ） 監 査 委 員 に つ き ま し て は 、 本 市 は ２ 人 お ら れ ま し て 、

１ 人 は 学 識 経 験 と い う 形 で 選 任 を い た し て お り ま し て 、 も う １ 人 は 議 会 選

出 と い う こ と で ご ざ い ま す 。 学 識 の 方 は 、 御 承 知 の よ う に 現 在 税 理 士 の 方

で ご ざ い ま す け れ ど も 、 選 任 を さ し て い た だ い て 、 専 門 的 な 立 場 か ら 監 査

を い た だ い て る と こ ろ で ご ざ い ま す の で 、 御 指 摘 の よ う な そ う い う 監 査 に

適 し た 方 を 選 任 を さ し て い た だ い て お り ま す の で 、 今 後 と も そ う い う 見 地

に 立 ち ま し て 選 任 を し て い き た い と 、 こ の よ う に 考 え て お り ま す 。

○ 議 長 （ 山 内 馨 君 ） 小 山 君 。

○ ３ 番 （ 小 山 広 明 君 ） 公 認 会 計 士 と い う よ う な 議 論 が あ る ん で す が 、 そ の 点

は ど う な ん で し ょ う か 。

○ 議 長 （ 山 内 馨 君 ） 向 井 市 長 。

○ 市 長 （ 向 井 通 彦 君 ） 公 認 会 計 士 を 選 任 さ れ て お ら れ る 都 市 も あ る と い う ふ

う に 思 っ て お り ま す し 、 ま た 、 そ う い う 資 格 に こ だ わ ら ず 選 任 さ れ て お ら

れ る と こ ろ も ご ざ い ま す 。 御 指 摘 の 公 認 会 計 士 と い う の は 、 監 査 と い う 面

か ら 見 れ ば 、 資 格 の 中 で は 最 も な じ む 資 格 で は な い か と い う ふ う に は 考 え

て お り ま す が 、 片 や 税 理 士 さ ん の 方 も そ れ に 近 い 立 場 の 資 格 で あ る と い う

ふ う に 考 え て お り ま す 。 で す か ら 、 今 後 は そ う い う 本 当 に と い い ま す か 、

厳 正 に 監 査 を い た だ け る よ う な 方 を 選 任 し て ま い り た い と 存 じ て お り ま す 。

○ 議 長 （ 山 内 馨 君 ） 以 上 で 質 疑 を 終 わ り ま す 。

討 論 に 入 り ま す 。 討 論 は あ り ま せ ん か 。 討 論 な し と 認 め ま す 。

こ れ よ り 議 案 第 １ 号 を 採 決 い た し ま す 。 本 件 は 、 原 案 の と お り 同 意 す る

こ と に 決 し ま し て 御 異 議 あ り ま せ ん か 。

〔 「 異 議 な し 」 の 声 あ り 〕

○ 議 長 （ 山 内 馨 君 ） 御 異 議 な し と 認 め ま す 。 よ っ て 、 議 案 第 １ 号 は 原 案 の

と お り 同 意 す る こ と に 決 し ま し た 。

北 出 寧 啓 君 の 入 場 を 願 い ま す 。

〔 北 出 寧 啓 君 入 場 〕
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○ 議 長 （ 山 内 馨 君 ） 以 上 を も っ て 本 日 の 日 程 は 全 部 終 了 し 、 今 期 臨 時 議 会

に 付 議 さ れ た 事 件 は 、 す べ て 議 了 い た し ま し た 。 連 日 に わ た り 慎 重 な る 御

審 議 を 賜 り 、 ま こ と に あ り が と う ご ざ い ま し た 。

こ れ を も ち ま し て 、 平 成 ８ 年 第 ４ 回 泉 南 市 議 会 臨 時 会 を 閉 会 い た し ま す 。

午 後 １ ０ 時 ４ ３ 分 閉 会

（ 了 ）

署 名 議 員
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大 阪 府 泉 南 市 議 会 議 員 真 砂 満
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